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令和元年（2019年）度

まいたに解放文化祭

　11月7日（木）・8日（金）9時～21時（8日は19時まで）

発表・催し物

7 日（木）

　10：00～10：15　米谷保育所園児　～５歳児～　「米谷太鼓」

　10：00～12：00　消防車がやってくる！！　（８日も開催）

　　　　　　　　　　　～さしこを着て記念写真を撮ろう～

　14：00～16：00　人権講演会

　15：00～17：00　アニメ作品などの上映会（８日も開催）

　17：00～18：00　わくわく発見！発表会

体験コーナー

7 日（木）

　10：00～12：00　ママのヨーガ体験（定員１０名・要予約）

　16：30～18：30　オリジナルキーホルダーを作ろう（実費100円）

8 日（金）

　13：00～16：00　ピンクッション作り（実費100円）

　14：00～17：00　ゲームコーナー（輪投げ・カローリングほか）

　16：00～18：00　木のボールペンを作ろう（無料）

模擬店

おでん、フライドポテト、マドレーヌ、コロッケ、飲み物など

展示など　参加団体（順不同）

米谷東地区青少年対策協議会

教育委員会学校教育課（わくわく発見！をはじめとする学校教育課の

人権教育事業）

米谷保育所、小浜幼稚園

小浜・安倉・安倉北・美座・売布小学校、宝塚・安倉中学校

小浜・売布小学校区人権啓発推進委員会

法寿会、手編みサークル、ゆっくりヨーガ、中山女性ヨーガの会

花いちりん描く会、ラビットダンス、すみれガ丘心美東スターズ

米谷支部（えん罪狭山事件）

まいたに人権文化センター、東消防署米谷出張所　ほか

※時間、内容などを変更することがあります。

米谷保育所保護者　谷口 祐
ゆ り

李さん作

気
づ
い
て
よ
　

　
　
大
丈
夫
じ
ゃ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
大
丈
夫

【
人
権
・
同
和
問
題
啓
発
標
語
】

〜
平
成
30
年
度
宝
同
協
優
秀
作
品
〜

　 解
かい

放
ほう

文
ぶん

化
か

祭
さい

は、 差
さ

別
べつ

や 偏
へん

見
けん

の な い 明
あか

る い 社
しゃ

会
かい

の 実
じつ

現
げん

を 広
ひろ

く 呼
よ

び か け る 地
ち

域
いき

の 一
いちだい

大 イ ベ

ン ト で す。 保
ほいくしょ

育 所 や 幼
よう

稚
ち

園
えん

児
じ

か ら 小
しょう

・ 中
ちゅうがくせい

学 生、 定
てい

例
れい

講
こう

座
ざ

生
せい

、

サークルやグループによる出
しゅってん

展、

部
ぶ

落
らく

差
さ

別
べつ

や人
じん

権
けん

問
もん

題
だい

を考
かんが

えるコー

ナー、各
かく

種
しゅ

体
たい

験
けん

コーナー、舞
ぶ

台
たい

発
はっ

表
ぴょう

、おでんや駄
だ

菓
が

子
し

の模
も

擬
ぎ

店
てん

など

さまざまな内
ない

容
よう

を盛
も

り込
こ

んだ催
もよお

し

です。ぜひご来
らい

館
かん

ください。

　～みんな違って当たり前　それがあなたの良さだから～

解放文化祭において

「人権講演会」
が開催されます

と　き：11月
がつ

7 日
か

（木
もく

）

　　　　14：00～ 16：00

ところ：まいたに人
じん

権
けん

文
ぶん

化
か

　　　　センター

　　　　別
べっ

館
かん

３階
がい

大
だい

ホール

演
えん

題
だい

：「識
しき

字
じ

と部
ぶ

落
らく

問
もん

題
だい

」

講
こう

師
し

：山
やま

本
もと

栄
えい

子
こ

さん

1931 年
ねん

（昭
しょうわ

和 6 年
ねん

）2 月
がつ

に京
きょう

都
と

市
し

に生
う

まれる。小
しょうがっこうそつぎょうご

学校卒業後

12 歳
さい

から働
はたら

き出
だ

す。1960 年
ねんだい

代

に部
ぶ

落
らく

解
かい

放
ほう

運
うん

動
どう

と出
で

会
あ

い、自
じ

宅
たく

を開
かい

放
ほう

して識
しき

字
じ

学
がっきゅう

級を始
はじ

める。

40 代
だい

になって給
きゅうしょくちょうりいん

食調理員とな

り、教
きょういくげんば

育現場（市
しないしょうがっこう

内小学校）に

携
たずさ

わる。退
たいしょくご

職後、夜
やかんちゅうがく

間中学、定
てい

時
じ

制
せい

高
こう

校
こう

に通
かよ

い、69 歳
さい

で大
だい

学
がく

に進
しん

学
がく

する。

現
げん

在
ざい

も、部
ぶ

落
らく

解
かい

放
ほう

を目
め

指
ざ

し、活
かつ

動
どう

を続
つづ

けている。

文化祭のテーマ

昨年の文化祭の様子
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　7 月
がつ

23 日
にち

（火
か

）に、小
しょうがく

学４年
ねん

～中
ちゅうがく

学３年
ねん

生
せい

を対
たいしょう

象にし

た「人
じん

権
けん

啓
けい

発
はつ

バスツアー」を実
じっ

施
し

しました。行
い

き先
さき

は岡
おか

山
やま

市
し

内
ない

の廣
こう

榮
えい

堂
どう

本
ほん

店
てん

（きびだんご工
こうじょう

場）と岡
おか

山
やま

市
し

人
じん

権
けん

啓
けい

発
はつ

セ

ンターでした。

　午
ごぜんちゅう

前中は廣
こう

榮
えい

堂
どう

本
ほん

店
てん

（きびだ

んご工
こう

場
じょう

）を見
けん

学
がく

しました。ど

のようにしてお菓
か

子
し

が作
つく

られる

のか、ガラス越
ご

しに見
み

せていた

だきました。手
て

作
さ

業
ぎょう

が多
おお

いので、

参
さん

加
か

児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

は驚
おどろ

いていました。（素
す

早
ばや

くはさんでかっ

こよかった。作
つく

る時
とき

にこまかくチェックしているのがすご

かったです。※アンケートより）

　試
ししょく

食タイムもあり、お土
みやげつき

産付

でみんな喜
よろこ

んでいました。

　午
ご

後
ご

は、岡
おか

山
やま

市
し

人
じん

権
けん

啓
けい

発
はつ

セン

ターで「渋
しぶ

染
ぞめ

一
いっ

揆
き

」についての

説
せつ

明
めい

を受
う

けました。現
げん

地
ち

職
しょくいん

員の

熱
ねつ

のこもった説
せつ

明
めい

に、参
さんかじどう

加児童・生
せい

徒
と

も熱
ねっ

心
しん

に聞
き

き入
い

って

いました。また、「渋
しぶぞめいっき

染一揆資
しりょうかん

料館」では展
てん

示
じ

物
ぶつ

（渋
しぶ

染
ぞめ

の

着
き

物
もの

など）の説
せつ

明
めい

をしていただきました。

　帰
き

路
ろ

で宝
たからづか

塚インターチェンジの手
て

前
まえ

で、バケツをひっく

り返
かえ

したような大
おお

雨
あめ

に遭
あ

ってしまいましたが、トラブルも

なくみんな無
ぶ

事
じ

に帰
き

宅
たく

できました。

　学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

には指
し

導
どう

者
しゃ

として、施
し

設
せつ

間
かん

の移
い

動
どう

などで安
あん

全
ぜん

面
めん

を考
こう

慮
りょ

していただき、参
さん

加
か

児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

に接
せっ

していただき

ました。

　８月
がつ

９日
か

（金
きん

）に小
しょうがく

学１年
ねん

～３年
ねん

生
せい

を対
たいしょう

象にした「お楽
たの

しみ会
かい

」を実
じっ

施
し

しました。行
い

き先
さき

は「姫
ひめ

路
じ

科
か

学
がく

館
かん

」でした。

　当
とう

日
じつ

は天
てん

気
き

もよく（暑
あつ

かった～）、プラネタリウムも好
こう

評
ひょう

で、展
てん

望
ぼう

室
しつ

でお弁
べん

当
とう

もおいしくいただきました。

　常
じょうせつてんじ

設展示の「私
わたし

たちの宇
うちゅう

宙」、「身
み

のまわりの科
か

学
がく

」のコ

ーナーには色
いろ

々
いろ

な科
か

学
がく

実
じっ

験
けん

が出
で

来
き

る遊
ゆう

具
ぐ

があり、参
さん

加
か

児
じ

童
どう

は楽
たの

しそうに遊
あそ

んでいました。「地
ちきゅう

球と郷
きょうど

土の自
し

然
ぜん

」のコ

ーナーには、珍
めずら

しい昆
こんちゅう

虫の標
ひょうほん

本や化
か

石
せき

が展
てん

示
じ

されており、

参
さん

加
か

児
じ

童
どう

は興
きょう

味
み

深
しん

々
しん

に見
けん

学
がく

していました。

　学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

には指
し

導
どう

者
しゃ

として、参
さん

加
か

児
じ

童
どう

の班
はん

行
こう

動
どう

を見
み

守
まも

っていただき、大
たい

変
へん

有
ゆう

意
い

義
ぎ

な1日
にち

となりました。

「人権啓発バスツアー」を実施しました。

「お楽しみ会」を実施しました。

あ
　
の
　
ネ

米
　
谷
　
保
　
育
　
所

空
を
飛
ん
で
い
る
飛
行
機
を
指
さ
し
、

「
ヒ
・
コ
・
キ
」
と

何
度
も
呼
ん
で
い
る
Ａ
ち
ゃ
ん
。

す
る
と
、
ま
わ
り
の
子
ど
も
た
ち
も

集
ま
っ
て
き
て

「
ヒ
・
コ
・
キ
」
と
言
い
な
が
ら
、

指
さ
し
ポ
ー
ズ
を
し
て
大
喜
び
！！

言
葉
は
ま
だ
あ
ま
り
な
い
け
れ
ど
、

“
み
ん
な
と
一
緒
っ
て
楽
し
い
ね
”
を

体
で
い
っ
ぱ
い
表
現
し
て
く
れ
る

１
才
児
で
す
。

「人権学習会」を開催しました。

　９月
がつ

６日
か

（金
きん

）に登
とう

録
ろく

団
だん

体
たい

を対
たいしょう

象にし

た「人
じんけんがくしゅうかい

権学習会」を開
かい

催
さい

しました。登
とう

録
ろく

団
だん

体
たい

の会
かいちょう

長や会
かい

員
いん

が44名
めい

参
さん

加
か

しました。

講
こう

師
し

として大
おお

阪
さか

人
じん

権
けん

博
はく

物
ぶつ

館
かん

館
かん

長
ちょう

の朝
あさじたけし

治武

さんをお招
まね

きしました。テーマは「部
ぶ

落
らく

問
もん

題
だい

の歴
れき

史
し

と現
げんざい

在」でした。

　「部
ぶらくさべつかいしょうすいしんほう

落差別解消推進法」の中
なか

身
み

についてまた、人
ひと

としての言
こと

葉
ば

使
づか

いや態
たいど

度、人
ひと

に普
ふだん

段からやさしく、人
ひと

の話
はなし

をきっちり聴
き

き、コミュ

ニケーション能
のうりょく

力をつける事
こと

が大
だい

事
じ

ということなどを学
まな

びました。

参
さん

加
か

者
しゃ

の感
かん

想
そう

・自
じ

分
ぶん

の気
き

持
も

ちを伝
つた

える言
こと

葉
ば

は、相
あい

手
て

の

ことをいつも大
たい

切
せつ

に思
おも

うから。コミュニ

ケーションをとりたいと思
おも

いました。

・初
はつ

の情
じょうほう

報をうのみにせず、何
なに

が正
ただ

しい

のか自
じ

分
ぶん

で判
はん

断
だん

したいと思
おも

う。家
か

族
ぞく

にも伝
つた

えていきたい。言
こと

葉
ば

の使
つか

い方
かた

、接
せっ

し方
かた

も心
こころ

がけたいと思
おも

った。

・子
こ

どもに正
ただ

しい知
ち

識
しき

を教
おし

えたいと思
おも

います。それがいじめなど

差
さ

別
べつ

をなくすきっかけになってほしいと思
おも

います。

9 月 13日（金）に

法寿会が「敬老の日」を祝いました。

　松
まつもと

本会
かいちょう

長のあいさつの後
あと

、参
さんかしゃぜんいん

加者全員で歌
うた

を合
がっしょう

唱したり、米
まい

谷
たに

保
ほいくしょ

育所の園
えん

児
じ

に肩
かた

をたたいてもらったりしました。

　また、体
たい

操
そう

をしたり映
えいがかんしょう

画鑑賞をしたりと楽
たの

しいひと時
とき

を過
す

ご

しました。

～松
まつもとかいちょう

本会長のあいさつ（一
いち

部
ぶ

）

「子
こ

どもは泣
な

いて育
そだ

つ。その時
とき

は怒
おこ

ってはいけない。怒
おこ

ると怖
こわ

がっ

てしまう。自
じ

分
ぶん

がしてもらったことを子
こ

どもにもしてあげないと

だめだ。子
こ

どもたちは未
み

来
らい

を担
にな

う。大
だい

事
じ

にしなければならない。」


